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評価日 平成26年9月26日 評価日 平成26年10月9日

評価者・組織 学校評価支援委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

授業改善 ・久世合同研究発表会
・公開授業週間（6/11
月）
・授業の進め方の研修

・授業がわかりやすい
こと

生徒は重要と考えてい
るが、実現度は高いと
はとらえていない。

読書の習慣化 ・朝読書時間
・学力向上プランに朝読
書
　を設定

・朝読書の時間に読書
に集中すること
・学校外で読書すること

朝読書への取組は重
要と考えており、ある程
度の実現度もみられる
が、学校外での読書は

⇒ ⇒
家庭学習の習慣
化

・学力向上プランに家庭
学
　習課題を設定
・家庭学習ノートの取組

・家庭で１時間以上学
習
・家庭学習のアドバイス

アドバイスや家庭学習
について、重要と考え
ているが、実現度は低
い。自己有用感の育

成
・ふれあいひろば
・ふれあいトーク
・地域での奉仕活動

・事前、事後アンケート
の振り返り

・取り組みに対して、満
足している生徒が多
い。

規範意識の向上 ・生活委員を中心とした、
ベル着点検の取り組み
・あいさつ運動

・時間を守って授業を
受ける
・あいさつを進んでする

・重要度は高いが、実
現度はそこまで高くな
い。 ⇒ ⇒

豊かな心の育成 ・地域でのカエル書き活
動
・チャレンジ体験
・上級学校訪問

・友達や家族を大切に
する
・規則を守る

・注意を聞く、約束守
る、感謝できるの項目
が若干あがっている

基本的生活習慣
の確立

朝ごはん・睡眠時間の確
保の呼びかけ

・朝ごはんを食べる。
・７時間以上睡眠時間
をとる。

・重要度は比較的高い
が、実現度はそこまで
高くない。

保健教育の充実 ・薬物乱用防止、非行防
止、防煙教室の実施。

・薬物乱用防止、非行
防止、防煙教室の開
催。

・薬物乱用防止、非行
防止、防煙教室の実
施。 ⇒ ⇒

⇒ ⇒
情報発信の充実 積極的なホームページ

の更新
学校ホームページへの
アクセス数

年間37,732回のアクセ
ス数

・三校合同授業研修会
の実施
・久世学区合同教育課
題研修会の開催。
・小中合同教科主任会
の新規開催。

・三校合同授業研修会
の実施回数。
・久世学区合同教育課
題研修会の実施。
・小中合同教科主任会
の開催。

・年３回の授業研修会
の実施。
・外国語活動と英語の
授業研修会を実施でき
た。

平成２６年度　学校評価実施報告書
学校名(　京都市立久世中学校　　)

　平成２６年度　　重点評価項目

家庭教育力の向上・読書活動の推進・授業改善・自己有用感の育成

　１回目評価

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・朝読書については取り組
みの充実が見られる。今
後は、朝読書をすることに
よる学力向上への効果等
を見ていく必要がある。そ
の他授業改善、家庭学習
については、実現度を高め
ていく必要がある。

・学校外での読書について
は図書館の利用を含め、
生徒へ働きかけるととも
に、保護者への働きかけも
行う。
・よりよい授業をつくりあげ
るきっかけとなるような研
修を行っていく。
・自らの家庭学習スタイル
が

・全国学習状況調査や
学習確認プログラムは横
ばい傾向である。
・全学年五教科で取り組
んでいる「家庭学習ノー
ト」や「テスト前学習計画
表」など優秀なもののコ
ピーを教室や廊下に掲
示してはどうか。

・家庭学習時間を増やす
など家庭学習習慣を定
着させるため、小学校と
連携した取組、啓発を模
索する。
・学校外での読書の充実
に向け、学校運営協議
会の図書支援推進委員
会と連携した取組を推進
していく。

2

豊
か
な
心

・さまざまな取り組みを通し
て、クラスでのまとまり、異
年齢の人たちとの交流で
自己有用感を感じることが
できる。
・生活委員会などの取り組
みでも概ね満足する結果
がでている。

・さまざまな行事において、
目標を明確にし、生徒が主
体的に取り組み、達成感を
持てるように声をかけ、働
きかける。
・現在の状況に満足するこ
となく、子どもたちに対して
絶えず積極的なアプロー
チを試みる。

・子どもたちの学校生活
の様子から、ピア・サ
ポートの効果が伺える。
・各学年とも、社会性変
容アンケート結果の活用
（分析・取組・成果など）
が重要である。

・「ふれあいひろば」や
「SBK活動」、「地域での
奉仕活動」などの活動に
対し、学校運営協議会の
学校支援推進委員会と
してどのような支援がで
きるのか議論を深める。

3

健
や
か
な
体

・朝ごはん・睡眠時間とも
に学年が上がるにつれて
低くなる傾向がある。
・自ら適切に健康管理する
能力を育成する必要があ
る。

・生徒への働きかけととも
に，保護者への啓発を進
めていく。
・生涯にわたっての行動に
結びつくよう教科、道徳な
どでの関連した指導を推
進する。

・朝ごはんの喫食率だけ
でなく、その内容に踏み
込んだ取組が大切であ
る。
・子どもたちのモデルとな
る大人を活用してほし
い。

・学校運営協議会の学
校支援推進委員会とし
て、保護者啓発の講演
会、学習会を企画するな
ど地域とともに支援して
いく。

・授業研修会の参加者、研
究協議の運営方法など来
年度に向けて検討する必
要がある。
・ホームページの閲覧回数
は毎年少しずつ増加傾向
である。

・今年度初めて小中合同
教科主任会が開催できた
が、分析結果、それに対す
る取組の共通理解を徹底
する。
・ＨＰについて、各学年から
発信する回数を増やすこと
で更新の頻度を上げてい
く。

・久世三校の教職員だけ
でなく、保護者や地域の
方と情報や課題を共有し
ながら同じ目線で取り組
んでいくことが大切であ
る。
・新しい情報がリアルタイ
ムに発信できる充実した
ホームページの更新をお
願いしたい。

・共同機構久世学校運
営協議会として、久世教
育機関協働協議会、久
世PTA連合理事会との
連携を模索したい。4

独
自
の
取
組

小中一貫教育の
推進



３

評価日 平成27年2月13日 評価日 平成27年2月17日

評価者・組織 学校評価支援委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

授業改善 ・久世合同授業研究会
・公開授業週間（6/11
月）
・授業の進め方の研修

・授業がわかりやすい
こと

重要と考えているが、
実現度は高いとは捉え
ていない。

読書の習慣化 ・朝読書時間
・学力向上プランに朝読
書
　を設定

・朝読書の時間に読書
に集中すること
・学校外で読書すること

朝読書への取り組みは
重要と考えており，ある
程度の実現度もみられ
るが，学校外での読書

⇒ ⇒
家庭学習の習慣
化

・学力向上プランに家庭
学
　習課題を設定
・家庭学習ノートの取組

・家庭で１時間以上学
習
・家庭学習のアドバイス

３年生の「家庭学習」の
実現度について，数値
の改善が見られる。

自己有用感の育
成

・ふれあいひろば
・ふれあいトーク
・地域での奉仕活動

・事前、事後アンケート
の振り返り

・取組には満足してい
るものの、自己有用感
が高まるところまでは
結果としては表れてな規範意識の向上 ・生活委員を中心とした、

ベル着点検の取り組み
・あいさつ運動

・時間を守って授業を
受ける
・あいさつを進んでする

・重要であると感じなが
らも、実現度は重要度
ほど高くない。 ⇒ ⇒

豊かな心の育成 ・地域でのカエル書き活
動
・チャレンジ体験
・上級学校訪問

・友達や家族を大切に
する
・規則を守る

・地域での取組や家族
と過ごす時間は大切だ
と思いながらも実現度
は高くない。基本的生活習慣

の確立
朝ごはん・睡眠時間の確
保の呼びかけ

・朝ごはんを食べる。
・７時間以上睡眠時間
をとる。

・３年生の実現度が低
く、１，２年生よりニーズ
度が高い。

保健教育の充実 ・薬物乱用防止、非行防
止、防煙教室の実施。

・薬物乱用防止、非行
防止、防煙教室の開
催。

・薬物乱用防止、非行
防止、防煙教室の実
施。 ⇒ ⇒

⇒ ⇒
情報発信の充実 積極的なホームページ

の更新
学校ホームページへの
アクセス数

年間29,287回のアクセ
ス数(4/1～2/13まで)
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平成２６年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　京都市立久世中学校　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・確プロの予習シートや復
讐シートの活用は進んだ
が、まだまだ成果がでてい
ない。
・本時のねらいを示される
教科にばらつきがあるなど
授業改善は不十分であ
る。
・朝読書はほぼ定着してき
たが、その内容、学校外で

・授業改善をすすめるた
め、教科会、教科主任会
の活性化、「学力分析と対
策シート」の有効活用、公
開授業週間・三校合同授
業研究会の実施方法を考
察などの取組を推進する。
・より効果的な家庭学習の
定着に向けた取組を推進
する。

・授業改善に向けた取組
の検証が必要だと考えら
れる。子どもたち、指導
者側が達成感を得られ
る取組を模索する。
・「学力分析と対策シー
ト」を活用したPDCAサイ
クルの確立を進める。

・オープンスクール、公開
授業など、授業参観をす
るなど、家庭学習の習慣
化に向け、保護者啓発
の有効な方法を提案した
い。
・学校図書館運営のス
タッフとして、図書ボラン
ティアを募集する。

・基本的生活習慣の確
立については、保育園、
小学校との連携が必須
で、継続した取組が有効
だと思われる。保護者を
巻き込んだ取組を実施し
ていく。

・保育園、小学校、中学
校の連携がスムーズに
行えるよう学校運営協議
会のサポートのあり方の
議論を進めたい。

2

豊
か
な
心

・各取組の振り返りの時間
が十分確保することができ
なかった。
・久世スタンダードの改訂
に向け、校区小学校児童
会と連携して合同あいさつ
運動を実施した。

・久世三校のピア・サポー
トの取組の意義を年度当
初に教職員で共通理解し
実践していく。
・道徳の教科化に向けた
授業研究を推進し、道徳、
総合、特活の年間計画を
年度当初に策定する。

・子どもたちの自己有用
感、自尊感情を育てるた
めにピア・サポートの取
組を推進していることの
再確認を久世三校の教
職員に徹底する。また、
小学校との合同あいさつ
運動など久世スタンダー
ド児童生徒版の活用を
進める。

・学校運営協議会の学
校支援推進委員会から
地域の諸団体からの支
援、協力を要請する。

・三校合同授業研修会
の実施
・久世学区合同教育課
題研修会の開催。
・小中合同教科主任会
の新規開催。

・三校合同授業研修会
の実施回数。
・久世学区合同教育課
題研修会の実施。
・小中合同教科主任会
の開催。

3

健
や
か
な
体

・朝食の喫食率は引き続き
高いが、学年進行と合わ
せ睡眠時間が減少してい
る。
・生徒の発達段階に合わ
せた各種講演会などは定
着してきている。

・朝食の喫食内容や睡眠
時間など生徒会保健委員
会の活動や久世スタン
ダード保護者版の活用を
含めた取組を行い、健康
に対する意識を高めたい。

・三校合同授業研修会
を年３回実施。
・小中英語科教員、英
語教育支援員との連
携。

・久世三校の共通テーマと
して「あいさつ・読書・家庭
学習」の定着を目指した取
組を推進しているが、「あ
いさつ」については成果が
出てきている。
・ホームページの閲覧回数
は増加している。

・久世三校の小中一貫教
育をさらに推進するため、
PDCAサイクルにそって取
組を推進する。
・リアルタイムにホーム
ページを更新するため、学
年主体で行う。

・久世スタンダードの改
訂版である「久世スタン
ダードVer.2」が製作され
た。それを実効あるもの
にするための取組をすす
めることにより、意識化を
高めてほしい。

・久世三校合同の学校
行事、研究授業にはでき
るだけ参加し、「久世スタ
ンダードVer.2」が常に意
識され浸透するように支
援、協力を行っていく。

　総括・次年度の課題

・学力向上について、さまざまな取組の効果が表れているとは言い難い。授業改善とともに今年度途中から実施した「学力分析と対策シート」を活用したPDCAサイクルの確立に向け、力を注ぎたい。
・久世三校のピア・サポートのさらなる定着させるため、教職員の共通理解を深め、道徳、総合などとのクロスカリキュラムの策定も視野に入れたい。
・基本的な生活習慣の確立に向け、保育所、小学校との連携を深め、継続した取組を模索する。
・「久世スタンダードVer.2」が常に意識されて活用できる指針になる取組を、生徒、保護者、地域とともに実施していく。

4

独
自
の
取
組

小中一貫教育の
推進


